
 
第１日  ６月５日（土） 
 
午前の部（9:30̶12:05）   （研究発表 30分 質疑応答 15分） 
 
 研究発表  

① 逸見祐太（東京大学大学院）   （9:30̶10:15） 
裁判と称賛から考える、ユリウス＝クラウディウス朝期の 
元老院の従属性―グナエウス・ピソの裁判の分析を中心に― 
 

② 河田真由子（富士通研究員）  （10:25̶11:10） 
アリストテレス倫理学における責任 

  
③ 奥山広規(九州大学学術協力研究員)  （11:20̶12:05） 
オスティアの「数字」グラフィッティ 
―Case a Giardino の事例を中心に― 

  
ポスターセッション 
  南部正裕 『メノン』89d 以降の徳の教育不可能性に関する議論の意味 
 
 
午後の部（13:20̶18:30） 
 
  ④ 川本悠紀子（名古屋大学准教授）  （13:20̶14:05） 

前一世紀における文化芸術の交流と古代ローマの庭園 
 

  ⑤小林 薫（東邦大学准教授）  （14:15̶15:00） 
   ソポクレース『コローノスのオイディプース』とエリーニュース 
 
 
  シンポジウム  

オリンピア―古典古代のからだとこころ― (15:15̶18:30） 
  
  
 



 
第２日  ６月６日（日） 
 
午前の部（9:20̶11:35） 
 研究発表 
  ⑥ 小川 潤（東京大学大学院）   （9:20̶10:05） 

元首政期ローマ帝国西方における都市周縁共同体とパトロネジ 
  
 ※総会（10:10̶10:35） 
 
  ⑦ 服部桃子（名古屋大学博士候補研究員） （10:45̶11:20） 
   オウィディウス『変身物語』における furor と変身の関わり 
 
  ⑧ 安田 将（北海道大学大学院）（11:30̶12:15） 

キケロの哲学的国家論―『国家について』における国制論の論理 
 
午後の部（13:10̶16:55） 
  ⑨ 杉本陽奈子（日本学術振興会特別研究員 PD） （13:10̶13:55） 

前４世紀アテナイにおける穀物輸送関連法の運用実態 
  
  ⑩ 大谷 哲（東海大学講師）   （14:05̶14:50） 

熊から狼へ―ローマ建国伝説における双子の養育者伝承の変遷― 
 

⑪ 足立広明（奈良大学教授）   （15:00̶15:45） 
 Ummidia Quadratilla の仲間たち 
 ―ローマ世界における女性の公的主体（public agency）とその変容 
 
⑫ 伊藤 正（鹿児島大学名誉教授）  （15:55̶16:40） 
シリア・アラビア・アルメニアの伝承における『ゲオーポニカ』 

 ―ユニウスおよびアナトリオスの農書と 
『ゲオーポニカ』第 2書との連関について 

 
 

 
 ※編集委員会（16:50̶ ）於 ダイアログハウス２階中会議室２０３ 
  
 


